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ご
あ
い
さ
つ
護
国
寺
住
職
・
三
富
義
ロ
護
国
寺
略
史
古
代
の
護
国
寺
（
中
野
栄
夫
）
中
世
の
護
国
寺
ｌ
護
国
寺
文
書
の
紹
介
を
か
ね
て
Ｉ
（
中
野
栄
夫
）
近
世
の
護
国
寺
（
長
谷
川
伸
）
護
国
寺
を
め
ぐ
る
諸
相
淡
路
廃
帝
・
淳
仁
天
皇
考
波
毛
康
宏
元
久
一
一
年
四
月
の
淡
路
国
司
庁
宣
に
見
ら
れ
る
花
押
に
つ
い
て
中
野
栄
夫
賀
集
山
護
国
寺
は
、
淡
路
島
の
南
淡
町
賀
集
に
あ
る
真
言
宗
高
野
山
派
の
寺
院
で
、
石
清
水
八
幡
宮
を
創
建
し
た
行
教
に
よ
っ
て
貞
観
年
間
に
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ
る
古
刹
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
本
地
堂
の
再
建
を
記
念
し
て
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
護
国
寺
の
歴
史
の
概
観
と
、
周
辺
の
諸
問
題
を
論
じ
た
上
で
、
さ
ら
に
同
寺
所
蔵
の
中
世
文
書
の
紹
介
な
ど
を
中
心
と
し
て
い
る
。
ま
ず
本
書
の
目
次
を
左
に
掲
げ
よ
う
。
〈書評と紹介〉
中
野
栄
夫
編
「護国寺誌』
書
評
と
紹
介
小
口
雅
史
最
初
の
「
護
国
寺
略
史
」
で
は
、
古
代
か
ら
慶
応
三
年
に
至
る
ま
で
の
護
国
寺
や
そ
の
当
時
の
社
会
状
況
、
歴
代
住
職
の
歴
史
な
ど
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
所
蔵
文
書
に
即
し
て
論
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
と
く
に
中
世
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
後
に
全
文
が
掲
げ
ら
れ
る
護
国
寺
文
書
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
手
助
け
と
な
る
、
手
際
よ
い
内
容
紹
介
と
も
な
っ
て
い
る
。
次
の
「
護
国
寺
を
め
ぐ
る
諸
相
」
で
は
、
護
国
寺
文
書
な
い
し
護
国
寺
周
辺
の
歴
史
な
ど
に
関
す
る
諸
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
波
毛
論
文
は
、
淳
仁
天
皇
の
淡
路
へ
の
配
流
と
、
そ
の
陵
墓
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
る
。
中
野
論
文
は
、
当
寺
所
蔵
文
書
中
の
白
眉
で
あ
る
、
正
文
と
し
て
は
淡
路
で
唯
一
の
鎌
倉
期
文
書
の
「
元
久
二
年
淡
路
国
司
庁
宣
」
に
み
え
る
袖
と
奥
の
花
押
の
人
物
比
定
を
試
み
た
も
の
（
法
政
史
学
四
三
号
よ
り
の
転
載
）
。
千
葉
論
文
は
、
賀
集
荘
の
領
家
職
が
、
鎌
倉
後
期
に
女
性
の
婚
姻
を
契
機
に
高
野
山
宝
瞳
院
か
ら
吉
田
家
を
経
て
三
条
家
へ
と
伝
領
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
（
法
政
史
学
四
三
号
よ
り
の
転
載
）
。
菊
川
論
文
は
護
国
寺
の
中
世
舞
楽
関
係
史
料
を
利
用
し
て
の
淡
路
人
形
芝
居
の
源
流
に
つ
い
て
の
仮
説
を
提
示
す
る
。
今
井
論
文
は
、
寄
進
状
の
具
体
的
な
分
析
を
も
と
高
野
山
宝
瞳
院
領
淡
路
国
雅
集
荘
の
伝
領
に
つ
い
て
中
世
淡
路
の
舞
楽
料
田
と
楽
人
集
団
ｌ
淡
路
人
形
芝
居
発
祥
地
に
関
連
し
て
ｌ
護
国
寺
文
書
に
み
ら
れ
る
寄
進
状
と
そ
の
地
名
に
つ
い
て
護
国
寺
文
書
（
仁
平
義
孝
）
参
考
近
世
に
み
る
護
国
寺
（
鈴
木
敏
弘
）
付
論
賀
集
山
護
国
寺
文
書
の
調
査
七
一
菊
川
兼
男
今
井
恒
次
千
葉
哲
司
菊
川
兼
男
Hosei University Repository
に
、
寄
進
の
背
景
や
現
地
比
定
、
田
地
開
発
の
有
様
を
考
察
す
る
。
次
の
「
護
国
寺
文
書
」
で
は
、
同
寺
所
蔵
の
古
文
書
の
内
、
中
世
の
も
の
が
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
る
。
文
書
毎
に
上
段
に
写
真
、
下
段
に
釈
文
・
読
み
下
し
・
注
が
付
せ
ら
れ
る
。
淡
路
島
に
は
中
世
文
書
が
八
○
点
余
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
六
○
点
余
が
こ
の
護
国
寺
文
書
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
淡
路
島
の
中
世
は
護
国
寺
文
書
な
し
に
は
語
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
既
に
『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
一
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
翻
刻
は
、
永
年
の
綿
密
な
調
査
を
経
た
成
果
に
も
と
づ
く
も
の
だ
け
に
、
県
史
の
翻
刻
を
上
回
る
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
県
史
を
補
う
も
の
と
し
て
新
た
に
三
点
の
中
世
文
書
が
翻
刻
さ
れ
た
。
さ
ら
に
本
書
四
五
号
文
書
（
県
史
四
一
号
文
書
）
に
つ
い
て
は
、
県
史
で
は
前
半
部
分
が
落
ち
て
い
た
の
を
全
面
的
に
補
っ
て
い
る
。
ま
た
一
部
、
文
書
名
を
正
確
に
改
め
た
り
、
句
読
点
の
位
置
を
改
め
た
り
、
異
筆
注
記
が
正
確
に
改
め
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
県
史
で
は
一
部
落
ち
て
い
た
端
裏
書
も
補
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
内
容
の
詳
細
な
検
討
の
結
果
、
閥
年
文
書
の
年
紀
を
正
確
に
復
原
し
、
県
史
の
排
列
を
改
め
た
こ
と
に
も
注
目
で
き
よ
う
。
注
の
存
在
も
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
所
蔵
者
や
檀
家
の
方
々
へ
の
配
慮
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
全
文
書
に
つ
い
て
鮮
明
な
写
真
も
付
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
護
国
寺
文
書
に
つ
い
て
は
本
書
を
利
用
す
る
こ
と
が
最
も
確
実
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
の
「
参
考
」
は
、
淡
路
に
つ
い
て
触
れ
た
近
世
地
誌
の
中
か
ら
、
護
国
次
の
「
参
考
」
は
、
淡
路
に
つ
い
一
寺
部
分
を
抜
華
し
て
紹
介
す
る
も
の
。
も
の
（
淡
友
会
誌
よ
り
の
転
載
）
。
次
の
「
付
論
」
は
、
近
世
以
来
の
護
国
寺
文
書
調
査
の
歴
史
を
紹
介
す
る
さ
て
右
掲
の
目
次
に
現
わ
れ
た
人
名
を
一
瞥
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
政
史
学
第
四
十
九
号
本
書
は
、
編
者
で
あ
る
中
野
氏
の
、
法
政
大
学
大
学
院
に
お
け
る
ゼ
ミ
の
共
同
調
査
・
研
究
の
成
果
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
あ
し
か
け
八
年
、
実
に
二
五
回
を
超
え
る
調
査
の
成
果
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
も
そ
の
成
果
の
一
部
が
論
文
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
回
、
こ
う
し
た
形
で
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
学
界
の
慶
事
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
方
に
お
け
る
文
書
調
査
に
つ
い
て
は
、
ま
ま
所
蔵
者
や
学
界
か
ら
、
調
査
者
の
興
味
を
引
く
も
の
に
つ
い
て
だ
け
「
つ
ま
み
食
い
」
的
に
な
さ
れ
て
い
る
と
の
批
判
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
書
は
中
世
護
国
寺
文
書
全
体
に
つ
い
て
の
、
調
査
結
果
の
非
常
に
丁
寧
な
ま
と
め
と
な
っ
て
い
る
。
刊
行
時
に
、
そ
の
こ
と
が
地
元
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
量
的
に
も
膨
大
で
、
今
回
紹
介
に
は
至
ら
な
か
っ
た
近
世
・
近
代
文
書
に
つ
い
て
ま
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
進
行
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
公
表
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
て
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
一
つ
の
寺
院
に
つ
い
て
の
文
書
調
査
と
そ
の
公
刊
の
模
範
例
と
し
て
最
適
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
本
書
を
広
く
世
に
推
薦
し
た
い
と
思
う
所
以
で
あ
る
。
〔
’
九
九
六
年
四
月
刊
Ｂ
５
判
一
九
六
頁
三
八
○
○
円
〈
非
売
品
・
実
費
頒
布
〉
兵
庫
県
三
原
郡
南
淡
町
賀
集
八
幡
・
護
国
寺
〕
七
一
一
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本
書
は
編
者
の
村
上
直
氏
の
古
希
と
法
政
大
学
の
定
年
退
職
を
記
念
し
て
、
大
学
院
で
指
導
を
受
け
た
教
え
子
一
九
名
が
献
呈
し
た
論
文
集
で
あ
る。全
体
は
五
つ
の
編
に
分
か
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
を
左
に
紹
介
する。第
一
編
支
配
体
制
江
戸
幕
府
代
官
陣
屋
に
関
す
る
一
考
察
西
沢
淳
男
水
戸
家
鷹
場
の
構
造
と
そ
の
特
質
根
崎
光
男
町
奉
行
大
岡
忠
相
の
地
方
御
用
と
そ
の
特
質
中
根
賢
’享保十七年～延享五年の酒匂川治水を中心にｌ
江
戸
周
辺
に
お
け
る
地
域
秩
序
の
変
容
と
「
生
活
」
吉
岡
孝
ｌ勘定奉行兼帯関東郡代役所の活動を通じてｌ
近
世
後
期
に
お
け
る
八
王
子
千
人
同
心
と
地
域
社
会
馬
場
憲
一
第
二
編
農
村
と
都
市
元
禄
期
の
小
百
姓
的
所
持
と
家
白
川
部
達
夫
富
士
山
北
麓
の
薬
園
と
山
論
酒
井
耕
造
名
主
家
の
権
威
と
村
・
地
域
堀
亮
一
村
と
町
ｌ
湊
町
浦
賀
の
構
造
と
住
民
ｌ
平
川
新
村
上
直
編
書
評
と
紹
介
『幕藩制社会の地域的展開』
吉
原
健
一
郎
第
三
編
民
衆
運
動
旗
本
木
原
氏
と
新
井
宿
村
佐
々
悦
久
ｌ
義
民
伝
承
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
寛
延
一
摸
の
展
開
と
守
山
藩
の
対
応
柳
田
和
久
第
四
編
交
通
と
流
通
街
道
村
の
発
展
Ｉ
相
州
大
住
郡
曽
屋
村
の
事
例
Ｉ
佐
藤
豊
己
「飯盛女」考
宇
佐
美
ミ
サ
子
ｌ
例
幣
便
街
道
木
崎
宿
を
事
例
と
し
て
ｌ
近
世
東
廻
り
航
路
の
買
積
船
と
港
湾
都
市
佐
々
木
厚
１
幕
末
期
常
陸
国
水
戸
領
那
珂
湊
廻
船
の
事
例
’
第
五
編
宗
教
と
文
化
徳
川
家
綱
の
茶
湯
に
つ
い
て
武
田
庸
二
郎
ｌ
身
分
制
社
会
に
お
け
る
饗
応
と
贈
答
ｌ
地
域
社
会
と
信
仰
の
山
外
山
徹
ｌ武蔵国多摩郡上椚田村と高尾山を事例としてｌ
近
世
中
後
期
俳
壇
の
諸
相
横
浜
文
孝
ｌ葛飾派の実態と身分秩序の変容についてｌ
地
域
の
歴
史
と
権
力
の
歴
史
岩
橋
清
美
ｌ江戸幕府の地誌編纂における寛政期の意義ｌ
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
紙
数
の
制
約
も
あ
る
の
で
、
十
分
な
論
評
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
各
論
文
に
関
し
て
概
要
を
述
べ
、
必
要
に
応
じ
て
寸
評
風
に
論
評
を
加
え
て
い
き
た
い
。
近
世
富
士
北
麓
地
域
に
お
け
る
新
田
組
の
形
成
と
村
落
構
成
七
三
米
崎
情
実
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第
一
編
の
西
沢
論
文
は
、
ま
ず
代
官
陣
屋
の
分
布
・
変
遷
を
七
筋
に
分
け
て
整
理
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
陣
屋
数
の
増
減
を
幕
府
の
財
政
政
策
と
の
関
連
で
分
析
し
て
い
る
。
行
政
改
革
に
よ
っ
て
本
陣
屋
数
を
削
減
し
て
も
諸
入
用
は
増
大
す
る
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。
根
崎
論
文
は
水
戸
家
鷹
場
の
儀
礼
秩
序
・
支
配
構
造
・
役
負
担
組
織
を
検
討
し
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
宝
暦
期
を
頂
点
と
す
る
組
合
内
の
負
担
平
等
化
運
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
均
等
化
が
進
め
ら
れ
た
と
す
る。中
根
論
文
は
大
岡
忠
相
の
配
下
で
あ
っ
た
蓑
笠
之
助
の
酒
匂
川
治
水
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
治
水
事
業
は
大
岡
の
地
方
御
用
の
な
か
で
も
異
質
な
性
格
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
吉
岡
論
文
は
、
寛
政
の
伊
奈
氏
失
脚
後
の
勘
定
奉
行
が
兼
帯
し
た
関
東
郡
代
の
時
期
を
、
地
域
秩
序
の
変
容
と
の
関
連
で
具
体
的
に
追
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
「
生
活
」
を
め
ぐ
る
権
力
と
民
衆
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
と
い
う
視
点
を
一
層
深
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
馬
場
論
文
は
、
八
王
子
千
人
同
心
が
地
域
社
会
に
お
い
て
幕
臣
と
し
て
の
側
面
と
農
民
身
分
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
の
両
面
を
、
具
体
的
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
編
の
白
川
部
論
文
は
信
濃
国
佐
久
郡
下
海
瀬
村
を
対
象
に
十
七
世
紀
末
の
農
民
の
小
百
姓
化
の
動
向
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
非
血
縁
の
抱
と
抱
親
の
関
係
に
つ
い
て
土
地
移
動
と
の
関
連
を
論
じ
て
い
る
。
酒
井
論
文
は
幕
府
が
下
賜
し
た
薬
園
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
と
く
に
上
吉
田
村
の
訴
訟
に
お
け
る
百
姓
の
「
周
到
な
戦
略
」
の
指
摘
は
興
味
深
い
。
法
政
史
学
第
四
十
九
号
堀
論
文
は
上
総
国
望
陀
郡
下
宮
田
村
の
山
口
家
を
取
り
上
げ
、
旗
本
の
役
人
で
も
あ
り
名
主
で
も
あ
っ
た
同
家
が
、
道
を
め
ぐ
る
紛
争
の
な
か
で
果
た
し
た
広
域
的
な
権
威
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
平
川
論
文
は
東
浦
賀
「
村
」
と
、
そ
の
下
部
組
織
と
し
て
の
「
町
」
の
関
係
を
、
役
職
や
そ
の
職
務
、
入
用
、
住
民
構
成
な
ど
を
通
じ
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
日
雇
層
が
町
政
費
用
を
負
担
し
た
と
す
る
点
は
注
目
さ
れ
る
が
、
ゴ
ミ
捨
賃
は
江
戸
で
も
各
戸
負
担
で
あ
り
、
そ
の
点
の
評
価
が今後の課題であろう。
米
崎
論
文
は
行
政
村
の
な
か
で
の
新
田
組
の
格
差
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
格
差
是
正
の
運
動
が
進
む
が
、
現
在
に
残
る
気
質
の
相
違
を
ど
う
考
え
る
か
。
今
後
の
検
討
を
期
待
し
た
い
。
第
三
編
の
佐
々
論
文
は
荏
原
郡
新
井
宿
村
の
「
義
民
六
人
衆
」
の
伝
承
を
詳
細
に
検
討
し
た
も
の
。
伝
承
は
近
代
社
会
で
も
生
み
だ
さ
れ
る
と
い
う
好
例
で
あ
ろ
う
。
柳
田
論
文
は
、
桑
折
天
領
に
は
じ
ま
る
寛
延
一
摸
の
具
体
的
展
開
と
守
山
藩
の
対
応
を
検
討
し
た
う
え
で
、
こ
の
一
摸
は
広
域
闘
争
で
は
な
く
領
域
ご
と
の
全
藩
一
摸
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
第
四
編
の
佐
藤
論
文
は
相
川
の
街
道
村
曽
屋
村
の
発
展
に
つ
い
て
、
「
村
明
細
帳
」
の
分
析
を
中
心
と
し
て
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
在
方
市
か
ら
在
郷
町
に
発
展
す
る
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
宇
佐
美
論
文
は
日
光
例
幣
街
道
木
崎
宿
の
飯
売
女
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
周
辺
村
落
の
風
儀
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
幕
府
の
宿
場
政
策
に
つ
い
て
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
佐
々
木
論
文
は
仙
台
領
田
代
浜
出
身
の
平
塚
八
太
夫
が
、
那
珂
湊
で
活
躍
七
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外
山
論
文
は
高
尾
山
と
山
麓
の
上
椚
田
村
と
の
関
係
が
、
高
尾
山
の
性
格
の
変
化
を
ふ
く
め
て
徐
々
に
変
容
し
て
い
く
様
子
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
契
機
と
し
て
地
中
百
姓
の
成
立
、
地
境
争
論
が
あ
り
、
両
者
の
関
係
が
稀
薄
に
な
る
と
い
う
。
横
浜
論
文
は
山
口
素
堂
以
来
の
俳
詣
集
団
で
あ
る
葛
飾
派
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。
俳
人
の
地
域
分
布
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
階
層
・
職
業
な
ど
の
動
向
か
ら
宝
暦
期
以
降
の
身
分
秩
序
の
変
容
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
岩
橋
論
文
は
寛
政
期
～
文
化
期
の
地
方
文
人
の
地
誌
編
纂
の
動
向
を
幕
府
の
役
人
と
の
交
流
、
文
人
相
互
間
の
交
流
の
な
か
で
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
幕
府
と
地
方
文
人
（
地
域
）
と
に
は
歴
史
意
識
の
差
異
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
、
各
論
文
の
簡
単
な
紹
介
に
終
始
し
た
感
が
あ
る
が
、
執
筆
者
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
も
と
づ
く
研
究
の
一
層
の
深
化
を
期
待
し
た
い
。
〔
’
九
九
六
年
刊
Ａ
５
判
六
一
二
頁
一
八
○
二
五
円
雄
山
閣
〕
し
、
さ
ら
に
仙
台
藩
の
御
用
達
と
な
る
こ
と
か
ら
、
那
珂
湊
と
石
巻
湊
と
の
対
比
を
検
討
し
、
商
人
の
活
動
舞
台
の
相
違
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
編
の
武
田
論
文
は
従
来
軽
視
さ
れ
て
い
た
四
代
将
軍
家
綱
の
時
代
の
茶
湯
を
三
期
に
分
け
て
検
討
し
た
。
献
上
と
下
賜
に
よ
る
茶
道
具
を
表
化
し
、
「
身
分
内
序
列
の
確
定
」
に
果
た
し
た
茶
湯
の
役
割
を
検
討
し
て
い
るし
○書
評
と
紹
介
七
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か
つ
て
法
政
大
学
史
学
科
の
近
世
史
部
門
の
特
徴
は
、
交
通
史
・
交
渉
史
・
農
村
史
に
あ
る
と
言
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
そ
う
言
わ
れ
る
に
相
応
し
い
教
員
が
そ
ろ
っ
て
い
た
し
、
卒
業
生
の
な
か
に
は
今
も
こ
の
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
者
が
多
い
。
そ
の
な
か
で
今
回
、
大
著
『
近
世
交
通
運
輸
史
の
研
究
』
を
刊
行
し
た
丹
治
健
蔵
氏
は
、
交
通
史
の
分
野
で
の
法
政
大
学
の
先
達
者
で
あ
り
、
大
先
輩
で
あ
る
。
同
氏
は
昭
和
二
七
年
に
法
政
大
学
史
学
科
を
卒
業
し
た
後
、
高
等
学
校
の
教
師
を
勤
め
な
が
ら
大
学
院
修
士
課
程
に
学
び
、
昭
和
三
九
年
か
ら
は
博
士
課
程
に
席
を
お
く
と
同
時
に
史
学
科
研
究
室
の
助
手
を
勤
め
て
い
た
。
助
手
を
退
任
し
て
か
ら
は
、
文
学
部
や
大
学
院
で
兼
任
講
師
と
し
て
教
べ
ん
を
と
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
間
、
交
通
史
関
係
に
お
け
る
学
問
研
究
の
優
秀
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
卓
越
し
た
人
柄
に
よ
り
、
丹
治
氏
か
ら
感
化
を
受
け
た
後
輩
は
多
い
。
か
く
言
う
本
書
の
紹
介
者
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
丹
治
氏
は
先
に
『
関
東
河
川
水
運
史
の
研
究
』
（
昭
和
五
九
年
、
法
政
大
学
出
版
局
）
と
い
う
大
著
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
同
氏
の
助
手
時
代
以
降
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
文
字
通
り
関
東
地
方
、
特
に
利
根
川
舟
運
に
関
す
る
先
駆
的
か
つ
実
証
的
な
研
究
内
容
で
あ
っ
丹
治
健
蔵
著
「近世交通運輸史の研究』
法
政
史
学
第
四
十
九
号
渡
辺
和
敏
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
氏
は
、
昭
和
六
○
年
に
法
政
大
学
よ
り
文
学
博
士
号
が
授与された。
丹
治
氏
の
場
合
、
先
の
大
著
が
余
り
に
も
評
判
に
な
っ
た
た
め
に
、
そ
の
専
門
分
野
は
河
川
水
運
史
だ
け
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
以
外
に
多
い
。
も
ち
ろ
ん
河
川
水
運
史
に
関
し
て
の
第
一
人
者
で
は
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の
研
究
の
出
発
点
は
陸
上
交
通
史
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
も
水
運
史
を
研
究
す
る
傍
ら
で
陸
上
交
通
史
に
関
す
る
優
れ
た
論
文
も
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
近
世
後
期
・
幕
末
期
の
幕
府
の
海
防
政
策
に
関
す
る
極
め
て
実
証
的
な
研
究
も
多
く
発
表
し
て
い
る
。
丹
波
氏
が
今
回
刊
行
し
た
『
近
世
交
通
運
輸
史
の
研
究
』
の
内
容
は
、
先
の
大
著
後
に
著
し
た
水
運
史
関
係
と
、
そ
の
傍
ら
で
進
め
て
い
た
陸
上
交
通
史
関
係
の
論
文
、
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
研
究
生
活
初
期
の
論
文
と
新
た
な
未
発
表
論
文
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
体
的
に
近
世
に
お
け
る
水
陸
の
交
通
運
輸
史
を
体
系
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
意
欲
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
本
書
の
題
名
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
交
通
運
輸
史
と
し
た
所
以
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
次
に
紹
介
す
る
よ
う
に
全
体
を
二
編
に
分
け
、
合
計
で
一
三
章
と
新
稿
の
補
論
二
論
文
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
編
水
上
交
通
第
一
章
近
世
荒
川
水
運
の
展
開
第
二
章
上
利
根
川
水
運
と
江
戸
地
廻
り
経
済
の
展
開
第
三
章
中
利
根
川
水
運
と
江
戸
地
廻
り
経
済
の
展
開
第
四
章
天
明
期
に
お
け
る
中
利
根
川
水
運
と
商
品
流
通
第
五
章
近
世
後
期
に
お
け
る
中
利
根
川
水
運
と
商
品
流
通
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第
六
章
近
世
見
沼
通
船
と
地
廻
り
経
済
の
展
開
第
七
章
近
世
大
名
引
越
し
荷
物
の
水
上
輸
送
補
論
近
世
河
川
水
運
と
商
品
流
通
を
め
ぐ
る
諸
問
題
第
二
編
陸
上
交
通
第
一
章
近
世
宿
駅
問
屋
の
確
立
過
程
第
二
章
中
山
道
に
お
け
る
木
材
輸
送
と
木
問
屋
第
一
一
一
章
享
保
十
三
年
の
日
光
社
参
と
国
役
助
郷
負
担
第
四
章
安
永
五
年
の
日
光
社
参
と
国
役
助
郷
負
担
第
五
章
江
戸
周
辺
脇
往
還
継
立
場
と
助
郷
免
除
願
第
六
章
近
世
後
期
に
お
け
る
宿
駅
の
実
態
補
論
奥
州
た
ば
こ
の
生
産
・
輸
送
と
水
上
交
通
あ
と
が
き
こ
れ
を
み
れ
ば
、
本
書
の
大
体
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
る
》つＯし
か
し
実
は
ほ
と
ん
ど
の
幸
早
に
は
副
題
が
付
さ
れ
、
そ
れ
を
み
れ
ば
さ
ら
に
内
容
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
巻
末
に
は
詳
細
な
索
引
も
付
さ
れ
て
い
る
。
い
か
に
も
丹
治
氏
ら
し
い
心
遣
い
で
あ
る
。
第
一
編
を
総
体
的
に
み
る
と
、
商
品
流
通
史
的
な
視
点
を
柱
に
し
て
利
根
川
水
系
や
荒
川
の
舟
運
な
ど
を
分
析
し
、
関
東
農
村
に
お
け
る
産
業
経
済
の
発
展
や
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
補
論
で
は
、
下
総
古
河
・
船
渡
河
岸
史
料
に
よ
っ
て
古
河
藩
主
転
封
の
際
に
そ
の
引
っ
越
し
荷
物
と
河
川
・
海
上
輸
送
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
水
運
史
研
究
の
新
視
点
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
第
二
編
で
は
、
近
世
初
頭
に
お
け
る
宿
駅
制
の
成
立
過
程
や
書
評
と
紹
介
中
山
道
に
お
け
る
木
曽
材
木
運
送
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
中
期
の
将
軍
日
光
社
参
時
に
お
け
る
人
馬
継
立
と
武
蔵
多
摩
郡
農
村
の
国
役
助
郷
の
問
題
や
、
中
後
期
の
足
立
郡
の
脇
往
還
の
継
立
村
、
あ
る
い
は
日
光
例
幣
使
街
道
に
お
い
て
特
権
通
行
が
宿
駅
に
与
え
た
影
響
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
補
論
で
は
、
奥
州
産
た
ば
こ
の
流
通
を
通
じ
て
水
陸
交
通
の
関
連
と
そ
の
研
究
の
深
化
の
重
要
性
を
提
示
し
て
い
る
。
正
直
に
言
っ
て
、
今
ま
で
個
別
的
に
発
表
さ
れ
た
丹
治
氏
の
論
文
に
は
派
手
さ
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
同
氏
の
性
格
に
も
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
決
し
て
奇
を
て
ら
う
の
で
は
な
く
、
常
に
史
料
に
基
づ
い
た
極
め
て
実
証
的
な
研
究
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
が
集
大
成
さ
れ
て
み
る
と
、
そ
の
成
果
に
は
極
め
て
説
得
力
が
あ
る
。
本
書
の
第
二
編
に
収
録
さ
れ
た
近
世
初
期
の
宿
駅
に
関
す
る
論
文
は
三
○
年
も
以
前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
専
門
家
の
な
か
で
は
依
然
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
本
書
は
新
稿
部
分
を
含
め
、
先
の
大
著
と
同
様
に
、
長
く
高
い
評
価
を
受
け
続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
丹
治
氏
は
見
か
け
に
よ
ら
ず
、
今
年
（
平
成
九
）
中
に
古
希
を
迎
え
る
と
い
う
。
し
か
し
昨
年
の
地
方
史
研
究
協
議
会
の
大
会
で
若
い
研
究
者
に
交
じ
っ
て
発
表
を
し
た
り
し
て
そ
の
年
齢
を
一
向
に
感
じ
さ
せ
ず
、
い
ま
だ
に
研
究
姿
勢
は
極
め
て
新
鮮
で
あ
る
。
今
後
も
交
通
運
輸
史
に
関
す
る
指
導
者
と
し
て
、
学
界
で
は
大
き
な
存
在
で
い
つ
づ
け
る
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
同
氏
は
交
通
運
輸
史
に
関
す
る
も
の
以
外
に
、
近
世
後
期
・
幕
末
期
の
海
防
関
係
の
優
れ
た
論
文
を
多
く
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
方
面
の
研
究
で
も
、
是
非
と
も
集
大
成
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
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丹治氏の後輩の一人として、同氏の益々のご健勝とご活躍を祈
念
す
る
と
同
時
に
、
「
法
政
史
学
」
の
若
い
会
員
に
は
、
丹
治
健
蔵
氏
と
い
う
素
晴
ら
し
い
大
先
輩
が
い
て
、
今
な
お
活
躍
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
い
た
い
。
〔
’
九
九
六
年
刊
Ａ
５
判
五
四
八
頁
一
一
一
三
六
○
円
吉
川
弘
文
館〕
法
政
史
学
第
四
十
九
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中
野
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